
 
１ 

   

  

    
    

第第 2200 回回ふふれれああいいセセンンタターーままつつりりがが開開催催さされれままししたた  
  

  

  

『第 20回ふれあいセンターまつり』が 2月 10 日（日）に開催され、多くの人がふ

れあいセンターを訪れました。 

このまつりは、ふれあいセンターの日ごろの活動の成果を披露する場として、また、

人権や福祉について考え、ふれあいを深める場にしようと毎年行われているものです。 

ふれあいセンターの２階では、荏原小学校・木之子中学校の児童・生徒をはじめ市

内小・中学生の絵画や習字作品、センターで行われている講座や、同好会、市内 6地

区の公民館活動の展示があり、書道や、手芸、陶芸、写真など多彩な作品がホールい

っぱいに並びました。また、こだま園や偕楽園などの福祉施設の利用者の皆様の温も

りを感じる手作りの作品や、人権に関するポスター、標語の優秀作品の展示もあり、

幅広い分野の力作に大勢の人たちが熱心に見入っていました。 

ほかにも、茶道講座による無料のお茶席や、福祉団体による出店、今年はじめての

イベントであるバルーンアートも行われ、会場は訪れた人で賑わいました。 

生涯学習の推進をはかる役割を担ってきたふれあいセンターは今年で記念すべき

設立２０周年を迎えました。今、その役割を改めて再確認しながら、今後も益々大勢

の皆様にご利用していただき、生きがいやふれあい（絆）を大切にした運営に努めて

まいりたいと思います。 
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ふれあいセンターまつりに出品・出店された団体の紹介 

野上公民館 

 私たちは、学級生の作品を展示しました。 

家庭教育学級（やまびこ学級）では興譲館の出

前講座を活用して、ロケット作りやチアリーデ

ィングにも挑戦しています。婦人学級では、切

り絵の作品をみんなで意見を出し合いながら作

りました。幼児学級（就学前の子ども）は、人

数は少ないですが、野上の幼児みんなが参加し

て仲良く消防車を作ったり、絵を描いたりして

います。 

 

 

偕楽園 

偕楽園では、ふれあいセンターまつりが始ま

って以来、ずっと出品しています。作品作りは

月 2 回の作業の日にします。小物や絵画・習字

などいろいろな物を、また季節にあったものを

作成しています。 

偕楽園では 11 人が橋本光枝先生に習字を習

っています。練習には 100 歳の人も楽しく参加

して味のある字を書いています。習字はシルバ

ー展にも出品して好評を博しています。  

エプロンおばさん 

私たちは、地元荏原で生活の支援をするボラ

ンティアグループです。ふれあいセンターまつ

りの前日に具の仕込みをし、当日は 7 時半から

交流センターで巻寿司と狐寿司を合わせて２０

０パックほどを作りますが、多くのお客様から

「味がいいね」と評判で、販売コーナーに並べ

たら次々に売れるので、とても励みになります。  

その他の公民館、団体の皆様もご協力ありがとうございました 

・ 公民館（稲倉・県主・木之子・荏原・美星） 

・ ふれあいセンター講座（陶芸、生花、書道、茶道）同好会（パソコン） 

・ 荏原小学校児童・木之子中学校生徒・市内小中学生 

・ 市内福祉施設（こだま園こころ与井・芳井ふれあい作業所・きのこ荘・みずき・あゆみ園・                                

はばたき作業所・太陽の会・偕楽園・長楽園・小田川荘） 

・ 地域人権運動井原の会女性部・五味会・野宮商店 
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詩舞同好会の紹介 
詩舞同好会は、月曜日の 13 時から 15 時まで

コミュニティホールを利用してメンバー11 人

が楽しく活動しています。詩舞とは漢詩の吟詠

を聞きながら踊りで表現するもので、剣舞と扇

舞の二つがあります。 

 対外的な活動としては、4 月には高越城址の

早雲まつりで踊りを披露しました。また、与一

芸能祭や市民芸能祭・市民文化祭などでも発表

しています。市内各地の公民館や福祉施設など

からも出演依頼の声がかかっています。詩舞の

楽しさを多くの人に知っていただきたいと思

い、できるだけ出演するようにしています。3

月には、サンサン交流館で披露します。  

  

  

陶芸講座の紹介 
陶芸講座は、講師の大山不二彦先生に指導し

ていただいて、毎月第 1、第 3 火曜日の午前と

午後に現在 13 人の会員が活動しています。午

前中に大体を仕上げ、午後仕上げるというパタ

ーンですが、お勤めの関係で午前のみ午後のみ

という方もおられますが特に時間に制約があ

るわけではありません。作品は日常生活品が中

心でコーヒーセット、花器、お皿、抹茶碗、香

炉のような物に取り組んできました。発表の場

として秋に市の文化協会の文化祭、そして先日

開催されたふれあいセンターまつりに出品し、

皆様に見ていただくことで制作の励みにもな

っています。来年度も一人でも多く陶芸講座に

ご参加いただき、一緒に土ひねりを楽しんでい

ただけたらと願っています。  

  

  

ふふれれああいいセセンンタターーでではは、、他他ににもも下下記記ののよよううなな講講座座・・同同好好会会ががあありり、、多多くくのの皆皆ささんんがが楽楽ししくく、、生生

きき生生ききとと活活動動ししてていいまますす。。興興味味ののああるる講講座座・・同同好好会会ががああれればば気気軽軽にに参参加加ししててみみててくくだだささいい。。ままたた、、

新新ししくくここんんなな講講座座やや同同好好会会ががああれればばとといいううごご希希望望ががああれればば事事務務局局ににおお寄寄せせくくだだささいい。。  

  

茶茶道道講講座座  生生けけ花花講講座座  書書道道講講座座  

ヨヨーーガガ教教室室  ダダンンスス・・ススポポーーツツ同同好好会会  パパソソココンン同同好好会会  

卓卓球球同同好好会会  33BB 体体操操  大大正正琴琴  
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ふふれれああいいニニュューースス  

 

 

小学生習字教室 

1 月 5 日（土）新年の恒例行事、小学生習字

教室が行われました。今回は市内外から 24 名

の児童が参加し、書初めに挑戦しました。１階

和室に硬筆の１・２年生、２階コミュニティホ

ールに３～６年生の毛筆と２グループに分か

れ、今年はじめての習字に取り組みました。講

師の先生に教わりながら子どもたちは真剣に

練習し、先生にていねいに教えてもらって上手

に書けたと話してくれた児童の感想が印象的

でした。 

この日書いた作品は学校に宿題として提出す

る他、２月 10 日（日）の「ふれあいセンター

まつり」でも展示されました。  

  

  

男男性性のの料料理理教教室室  

11 月月 2211 日日（（月月））第第２２回回男男性性のの料料理理教教室室がが開開

催催さされれままししたた。。セセンンタターー指指導導員員もも加加わわりり１１３３名名

のの受受講講者者がが今今回回挑挑戦戦ししたたののはは、、《《かかわわりり巻巻きき寿寿

司司・・麻麻婆婆豆豆腐腐・・ささつつまま揚揚げげ・・三三角角ココロロッッケケ・・フフ

ルルーーツツササララダダ・・甘甘酒酒・・草草餅餅・・カカブブのの千千枚枚漬漬けけ・・

キキムムチチ》》。。豊豊富富ななメメニニュューーででししたたがが、、22 組組でで分分

担担協協力力しし、、和和気気ああいいああいいとと楽楽ししくく料料理理にに取取りり組組

みみままししたた。。講講師師のの先先生生とと二二人人のの助助手手のの方方にに教教ええ

てていいたただだきき、、苦苦戦戦ししななががららもも出出来来上上ががっったた喜喜びび

はは格格別別ななももののででししたた。。ももちちろろんん味味のの方方もも最最高高でで

おおななかか一一杯杯、、胸胸いいっっぱぱいいののひひとと時時をを過過ごごししまましし

たた。。 

  

  

  
  


